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6， 000以上のヌープ硬度を持つ集合体と，後者では灰黒色で 8， 000以上の硬度を持つ焼結体を得た。
焼結体は単に硬いだけでなく，微粒子同志が相互にランダムにまた極めて強く密着しており，強力
な勇断応力に耐え，ハンマーで強く打ちすえても破壊することがない優れた靭性をそなえている。
従来得られているダイヤモンド焼結体が，ダイヤモンド粒界に生じたグラファイト，金属などの二次
成分で主に保持されているのに対し，本研究で得られた焼結体は，ダイヤモンド粒千同志が相互に密
着して強く結合したものである。ダイヤモンド粒聞に生じたダイヤモンド結合は，ダイヤモンド本来
の特性である高い硬度，また高い熱伝導度を有し，将来超硬工具の新材料として有望視されるだけで
なく，超高圧発生アンヴィルとしても非常に有力な武器となる。
結論として，多結品ダイヤモンドの合成に関して重要な知見を与えたものであり，学位論文として
価値あるものと認める。
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